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研究成果の概要（和文）：多血小板血漿（PRP）は、全血を遠心分離して得られる濃縮血小板を含む血漿液であ
る。血小板は活性化されると血小板が含有する多種多量の細胞成長因子（サイトカイン）を放出させて、投与部
位での創傷治癒や組織改善、細胞増殖に寄与する。これまで報告者が行ってきた創傷治癒過程へのPRP投与での
組織反応として、線維芽細胞の増生による創傷治癒促進とともに脂肪組織を誘導する組織所見を得ている。
今回、PRPを皮膚軟部組織欠損での脂肪組織の誘導を検討する研究を立案した。最初にPRPを同じ全血からほぼ一
定の活性化PRPを得て、創部へ活性化PRPを投与することで、創傷皮膚の皮下に脂肪増生を見い出すことができ
た。

研究成果の概要（英文）：Platelet-rich plasma, PRP, is a plasma including condensed platelets. Once 
platelets are activated, from alpha-granules inside a platelet many and various cytokines are 
released to promote wound healing, tissue improvement and cell proliferation at the applied site. To
 now this reporter has histologically found out adipo-induction at the PRP application site against 
wound healing stages, at the same time of promotion of wound healing with fibroblast proliferation.
In this time, the experimental study to clarify adapt-induction at the soft tissue defect with PRP 
treatment has been planned. After almost uniform of PRP has been made, subcutaneous adipogenesis is 
shown at the wound healing site with an activated PRP. 

研究分野：形成外科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
創傷治癒において、創閉鎖がなされるだけでなく、強度の瘢痕化を回避して脂肪増生を導くのであれば、これは
再建、再生として臨床における良好な創傷治癒を導くことができる。今回、PRPを皮膚軟部組織欠損で脂肪組織
の誘導を検討し、その機序を検討する研究を立案した。最初にPRP自体が一定化することから検証した。同じ全
血からほぼ一定の活性化PRPを得ることができるようになった。また、創傷治癒過程に、活性化PRPを添加するこ
とで、皮下に脂肪組織を増生させた。創傷は、線維芽細胞の増生により瘢痕性に治癒することが一般であるが、
脂肪組織の誘導が叶うことは、理想的な創傷治癒に近づいたことを示したといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 PRP は、これまで慢性創傷や腱損傷などの創傷治癒やシワ治療で、主に線維芽細胞と血管の増

生とコラーゲンを生じ、創傷治癒過程の「増殖期」から「瘢痕成熟期」を導く。このPRP 療法の

作用原理の根本は、目的部位への細胞増殖因子の投与に他ならない。PRP の有効性は創傷治癒促

進に留まらず、脂肪を誘導し、この量的調整を含めた治癒を得ることが出来れば、創傷治癒の質

の大いなる改善に繋がる。つまり、慢性創傷、種々の瘢痕、遊離植皮部、肌の大いなる質の改善

を導くことになる。 

 
２．研究の目的 

マウスを用いた実験にて、定格化した背部創傷を作成して、多血小板血漿を付加して、 

(1)多血小板血漿(PRP)は、脂肪を誘導するか？ 

(2)創傷治癒の質の改善に寄与するか？  

を検証することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

1) PRPの調整の検討 

10 尾のマウス（C57Bl6/J,Male,9 週,体重約 25g）から脱血して、10cc の全血を貯血した。これ

を double spin法 (Kusumoto, et al.)によって高濃度血小板を含む PRP を調整して、血小板数

を計測した。一方、同時に得たトロンビンとCaCl2を活性化剤として付加して活性化PRPを得た。

これに従い本研究において使用する標準的活性化 PRPを設定した。 

 

2) 皮膚軟部組織欠損モデル作成 

 マウス背部に、6mm直径の皮膚軟部組織欠損創（皮膚と筋膜を切除する）を作成した。十分の

止血後、周囲にプラスチックリングを縫い付け固定した。創部を観察と周囲のプラスチックリン

グの接着が問題なく継続されていることを確認して、定めた期日に組織切片を作成して、筋膜下

の切除が正しく行えているかをHE標本で確認した。 

 

3) 評 価 

 PRP 投与後、7,  14,  21日に組織を摘出し組織学的検討を行った。 

(1) 規格化した欠損部の肉芽、上皮化を写真撮影。 

(2) それぞれの欠損治癒部を摘出し、HE染色し、誘導脂肪と肉芽の再生の組織学的検討を行った。 

(3) ImageJを用いて、脂肪組織領域の抽出と脂肪組織領域/再生領域を画像解析した。 

 
４．研究成果 

報告者が、今回の軟部組織の創傷治癒実験で PRP 投与により脂肪組織を誘導する所見を得た。

（図１：矢印は新規増生した皮下から筋膜上に位置する脂肪組織を示す；Kusumoto 未公表デー

タ）。 

 多血小板血漿（PRP）の原理は、全血を遠心分離することにより得た濃縮血小板を含む血漿で

ある。血小板を活性化することで血小板内のα顆粒から多種多量の細胞増殖因子（サイトカイン）

を放出させて目的部位の組織増生や細胞増殖を促す PRP 療法であるが、本法は安心安全で最も

安価な再生医療として期待されてきている。 

報告者が行ってきた PRP 負荷実験的動物創傷治癒実験で、創傷治癒の促進の結果が多く得ら



れてきた。しかし、上皮化や線維芽細胞の増生（いわゆる瘢痕化）の所見が認められているが、

皮膚軟部組織への PRP 投与で脂肪組織再生の報告はない。再建すべき皮膚軟部組織の欠損で脂

肪組織を誘導できることは、慢性創傷、遊離植皮、瘢痕・ケロイド、加齢現象、変性皮膚などの

体表の再生や再建に極めて有利である。 

 

従来、PRP は創傷治癒を促進することの有効性は報告されて 

きているが、脂肪誘導の報告は無く、今後のPRP 療法を用い 

た組織再建による医療的適応拡大につながり、PRP療法に 

よる瘢痕の質の改善につながるものと推察された。   

 

 

 

                                      図１ 脂肪増生 
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